現在、日本全国で多くの薬剤の供給量が不足しています。
身近なところでは花粉症やアレルギーに使われるお薬が不足し、他にも乳糖不耐症のお薬、喘息のお薬が不足してきています。どれもより良い日常を送るために必要なお薬です。

製薬会社でも頑張ってお薬を作っていますが、
厳格な基準で作られる医薬品を急激に増産することはできません。

必要な方に必要な量のお薬をお渡しするために、ご協力をお願いしたいと考えています。

以下の対応をご容赦ください。
・いつも使っていたお薬を処方できなくなり、代わりのお薬に変更となることがあります。
・薬剤によって、念の為長めに処方するということが難しい場合があります。
・お薬以外の手段をご検討いただく場合があります。
　（例：乳糖不耐症に対して乳糖の入っていないミルクをご使用いただく）

また、これまで同様、以下の対応を今一度ご検討いただきますと幸いです。
・お手元にお薬がたくさん残っていませんか。
　全てのお薬を０にする必要はありませんが、必要以上にお手元にお薬を置いておく必要はありません。
→お薬が余っていたらお薬手帳に余っている数を記載しておけば調整が簡単にできます。

製薬会社は工場を新しく作るなど増産を急いでいます。
ずっとこのままということはありません。
いずれ安心してお薬を使える状態になります。

お子様が病気で辛い中、ご迷惑をおかけし恐縮ではございますが、
しばらくの間、ご理解・ご協力のほど、何卒宜しくお願い致します。　　　　　　　　　　　　こもれび薬局　馬場建輔
